
６．卒業認定・学位授与に関する方針、教員課程の編成・  

実施方針、入学者に関する受入方針 

 

美容生活文化学科には、美容文化コース・ビューティーメイクコース・舞台芸術

コース・幼児教育コース・キャリア教養コースの５コースがあり、各コースにお

いてもそれぞれの方針のもと、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関

する方針）・カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）・アドミッショ

ンポリシー（入学者受入れの方針）を設けている。 

 

１．ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針） 

美容生活文化学科 

 所定の期間、本学に在学しその定める教育理念・教育目的に沿って設定した授業科目を履

修して、基準となる単位数を修得するのが学位授与の要件である。本学では、各コースの一

般教養教育、専門教育の各領域において、下記のような知識・技術・技能を備え、所定の単

位を取得した学生に卒業を認定し、学位を授与している。 

・美容生活文化 

広く生活のなかで触れる美について基礎的な知識を備え、各コースの掲げる学修成果

を修得して、これにふさわしい知識・技術など専門性を身につけている。 

・コミュニケーション力 

社会人としてのセンス・マナーを身につけるとともに、自分自身の考えを相手に効果的

に表現できる能力を習得し、集団の中で協力してひとつのことに取り組んでいく人間

力を獲得している。 

・リベラルアーツ 

広く世界の出来事に興味関心を抱き、よりよい社会を形成する主体の一員としての自

覚を持ちつつ、精神的に豊かで充実した人生を生きていこうという意欲を持っている。 

 

美容文化コース 

・美容の知識・技術 

美容に関する知識と技術を習得し、美容師国家試験受験資格を取得している。 

・センス・マナー 

センス・マナーにおいても、美容各分野の幅広いフィールドで活躍できる、人間性豊か

でオールマイティーな人材となっている。 



・自分で考え、伝える力 

獲得した知識や技術をもとに、自分自身で考え、それを相手に的確に伝える能力を習得

している。 

・社会貢献・充実した人生 

美容を通じて社会に貢献し、自分自身も充実した人生を生きていこうという意志を抱

いている。 

 

ビューティーメイクコース 

・メイク・ネイルなどの技術と知識 

メイク・ネイル・エステなどの専門的な技術と知識を取得している。 

・センス・マナー 

センス・マナーセンス・マナーにおいても、美容各分野の幅広いフィールドで活躍でき

るオールマイティーな人材となっている。 

・自分で考え、伝える力 

獲得した知識や技術をもとに、自分自身で考え、それを相手に的確に伝える能力を習得

している。 

・社会貢献・充実した人生 

人を美しくすることを通じて社会に貢献し、自分自身も充実した人生を生きていこう

という意志を抱いている。 

 

舞台芸術コース 

・舞台芸術の知識と技術 

演劇・演技・歌唱・ダンス・アニメなど広く舞台芸術や芸能に関する専門的な知識と技

術を学び、自己表現力を高めることができている。 

・自己プロデュース 

表現者として、「自分」という個性をセルフプロデュースできる人材になること。 

・自分で考え、伝える力 

獲得した知識や技術をもとに、自分自身で考え、それを相手に的確に伝える能力を習得

している。 

・社会貢献・充実した人生…広く舞台芸術や芸能について学び、表現することにより社会に

貢献し、自分自身も充実した人生を生きていこうとする意志を抱いている。 

 

幼児教育コース 

・保育・幼児教育の知識と技術 

子どもの発達や福祉・教育に関する専門性を修得し、保育士資格（あるいは保育士資格

および幼稚園教諭資格）を取得している。 



・保育実習・体験学習 

子ども一人一人の育ちを大切にし、美容技術を用いて社会貢献の実践ができる保育士・

社会人になるための現場での実習・体験学習を積んでいる。 

・自分で考え、伝える力 

獲得した知識や技術をもとに、自分自身で考え、それを相手に的確に伝える能力を習得

している。 

・社会貢献・充実した人生 

子どもの発達や福祉・教育に関わる実践により社会に貢献し、自分自身も充実した人生

を生きていこうという意志を持っている。 

  

キャリア教養コース 

・広い教養 

外国語（英会話・韓国語）・心理学・情報技術（パソコン）の知識を柱に、食・歴史・

文学・美術について広く教養を身につけている。 

・キャリアデザイン   

センス・マナーにおいても、幅広いフィールドで活躍できるオールマイティーな人材と

なり、21 世紀にふさわしいキャリアアップを目指して、国際的な社会人となること。 

・自分で考え、伝える力 

獲得した知識や技術をもとに、自分自身で考え、それを相手に的確に伝える能力を習得

している。 

・社会貢献・充実した人生 

短期大学で学んだ教養によって国際人として社会に貢献し、自分自身も充実した人生

を生きていこうという意志を持っている。 

 

２．カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

美容生活文化学科 

本学科では、建学の精神、教育目標等を実現するため、以下のような教育課程編成・実施

の方針の下、教育活動に取り組んでいる。 

・教養科目群では、幅広い基礎的な教養を身につけられるように、文理両面にわたってバラ

ンスのとれたカリキュラムを系統的に配置する。 

・実社会で必要な「情報」等に関する資格を取得できるように、科目を系統的に配置する。 

・専門科目群に関しては、コースのめざす進路に関する専門分野を深く学ぶことができるよ

うに、コースごとの独自カリキュラムを編成する。 

・全学必修科目である「ライフデザイン」を通して、学生が自分で考え、伝え、行動する力

を養い、社会で必要とされるコミュニケーション能力を養えるようにする。 



・必修科目として少人数制の「ゼミナールⅠ・Ⅱ」を設けるなど、地域の社会貢献を対象と

した問題解決型の学習（アクティブラーニング）を積極的に導入する。 

 

美容文化コース 

・美容師国家試験の合格に向けて、複数の教員で各教科を担当し、学習・技術両面において

少人数制のきめ細かい指導を徹底する。 

・教員同士が緊密に連携をとり、学生の実情を共有して把握する。技術及び学力のレベル 

チェックのためのテストを定期に実施し、特に国家試験直前には模擬試験を集中して行

う。 

・美容師としての美的センスやモラル、接客マナーについて丁寧に指導し、また自分が考え

たことを的確に相手に伝え、行動できるコミュニケーション能力を育成する。 

・美容等を通して社会貢献できることを教え、ボランティア活動などへの関心が増すよう 

指導する。 

 

ビューティーメイクコース 

・ビューティースペシャリストに求められる知識と技術を習得し、応用力・即戦力を養える 

よう、現場で活躍する講師によるフレキシブルな教育を実施する。 

・常に目標（資格取得）を持ち、それを達成していくことにより、スキルアップを図ると  

同時に、精神力を養う。一人ひとりの特性を捉え、すべての学生が基準値に達するよう、  

教育内容を再構築している。 

・メイクアップ等によって人を美しくする仕事に携わる者としての美的センスやモラル、接

客マナーについて丁寧に指導し、自分が考えたことを的確に相手に伝え、行動できるコミ

ュニケーション能力を育成する。 

・メイクアップ等を通じての社会貢献について教え、ボランティア活動などへの関心が増す

よう指導する。 

 

舞台芸術コース 

・ダンス・ポピュラーミュージック・声優・演技・音響・照明などを、最新の設備の整った

環境のもと、現場で活躍するプロフェッショナルの講師が本格的なレッスンを展開する。 

・学んだ成果を発表する場として、各種学内イベントを提供することはもちろん、個人の志

す分野の各種のオーディションや、舞台、音楽活動を支援する。 

・自分が考えたことを的確に相手に伝え、行動できるコミュニケーション能力を育成すると

ともに、広く舞台芸術によって社会に貢献できることを様々な機会に指導していく。 

 

幼児教育コース 

・2 年間の目標を「子ども・保育との出会い」「子ども・保育を知る」「子ども、保育、地域



にかかわる」「保育者のたまごになる」と定め、系統的なカリキュラムを構築する。 

・多様なニーズを抱える子育ての現場へ対応できる人材を育成すべく、実習はもちろんその 

事前・事後指導に力を入れ、コース担当教員が全員で指導にあたる。 

・自分が考えたことを的確に相手に伝え、行動できるコミュニケーション能力を育成すると

ともに、広く保育あるいは幼児教育によって社会に貢献できることを指導していく。 

キャリア教養コース 

・心理学・外国語・情報・歴史・美術・文学など、多様なジャンルの教養を得るとともに、

就職にも役立つ各種の資格の取得をめざし、国際的な活躍のできる女性を育成していく。 

・キャリアデザイン演習などでは、少人数のよさを生かし、一人ひとりの個性を引き伸ばす

教育を展開し、学生生活と将来の自分について考えを深める機会としている。 

・キャリアデザイン概論、キャリアデザイン演習などで自分が考えたことを的確に相手に伝

えられるコミュニケーション能力を育成するとともに、獲得した知識によって社会に貢

献できることを指導していく。 

 

３．アドミッションポリシー（入学者受入れの方針）  

本学美容生活文化学科では、以下のような学生を求めている。 

美容生活文化学科 

・短期大学における学修に必要な、高等学校卒業程度の基礎学力を身につけている人。  

・生活のなかで触れる美について関心を持ち、深く学びたいという意欲がある人。   

・短期大学で学んだことを生かし、将来、さまざまな人々と協働して社会に貢献し、充実し

た人生を歩んでいきたいと考えている人。  

 

美容文化コース 

・美容に強い関心を持ち、忍耐強く情熱を持って取り組める人。 

・短期大学で学んだ知識をもとに自分で考え、それを相手に的確に伝える能力を習得してい

きたいと思っている人。 

・美容師としての能力を生かして社会に貢献していきたいという意欲を持っている人。 

 

ビューティーメイクコース 

・メイク・ネイル・エステなどに強い関心を持ち、情熱を持って取り組める人。 

・学んだ知識をもとに、自分で考え、それを相手に的確に伝える能力を習得していきたいと

思っている人。 

・人を美しくすることによって社会に貢献し、多くの人に喜んでもらいたいという意欲を持

っている人。 

 



舞台芸術コース 

・身体を使って表現することが好きで、舞台芸術に強い関心を持っている人。 

・舞台の照明・音響・美術など舞台芸術を製作する分野や、アニメやイラストなどに関心が

あり、深く学びたいという意欲を持っている人。 

・自分という個性を磨き、これをセルフプロデュースして表現したいという意欲を持ってい

る人。学んだ知識をもとに、自分で考え、それを相手に的確に伝える能力を習得していき

たいと思っている人。 

・舞台芸術に携わることで社会に貢献し、自らの人生を充実したものにしていこうという意

欲を持っている人。 

 

幼児教育コース 

・相手の気持ちを思いやることができ、子どもの成長や発達を支えたいと願う人。 

・子ども一人一人の育ちを大切にし、美容技術を用いて社会貢献の実践ができる保育士・ 

社会人になりたいと考えている。 

・学んだ知識をもとに自分で考え、それを相手に的確に伝える能力を習得していきたいと思

っている人。 

・子どもの発達や福祉・教育に関わる実践により、社会に貢献していきたいという意欲を持

っている人。 

 

キャリア教養コース 

・外国語や心理学、歴史、文学や食、健康などに関心があり、広く知識を得たいという意欲

を持っている人。 

・将来、社会人として自立していくためのキャリアアップを目指し、必要な資格を取得して

いきたいと考えている人。学んだ知識をもとに自分で考え、それを相手に的確に伝える能

力を習得していきたいと思っている人。 

・国際人として将来広く社会に貢献したいと考えている人。 


